
大阪大学キャンパスメールサービス運用要項 
 
 
（趣旨） 
第１条 この要項は、大阪大学キャンパスメールサービス（以下、「キャンパスメール」と

いう。）の運用に関し必要な事項を定めるものとする。 

 
（概要） 
第２条 キャンパスメールは、学内に設置する全学共通プラットフォームを利用して提供

するものであり、大阪大学のサブドメインのメールアドレスを用いて、管理者が組織の

階層管理やアカウント管理を行うことができるメールサービスをいう。 
 
（定義） 
第３条 この要項において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 
（１） 組織 キャンパスメールを利用する部局あるいは、特定の目的を持った利用者の

集まりをいう。 
（２） 管理者 キャンパスメールを利用する組織全体の階層及びアカウントの管理を行

う者をいう。 
（３） 利用者 キャンパスメールを利用する者をいう。 
 
（利用の範囲） 
第４条 管理者は、本学の教職員とする。 
２ キャンパスメールのアカウントは、本学構成員に限らず組織の判断で発行できるもの

とする。 
 
（利用者の義務） 
第５条 利用者は、大阪大学総合情報通信システム利用者ガイドラインを遵守しなければ

ならない。 
２ 情報を担当する理事（以下、「情報担当理事」という。）は、前項が遵守されないとき

は、当該利用者のアカウントを削除、又は、一定期間その利用を停止させることができ

る。 
 
（管理者の義務） 
第６条 管理者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 



（１） キャンパスメールの運用に協力すること。 
（２） キャンパスメールのハードウェア・ソフトウェアに障害を与えるような事象が発

生した場合には、関連するシステムのサービス停止及び情報提供等に協力すること。 
（３） キャンパスメールのアカウントの適正な管理に努めること。 
２ 情報担当理事は、前各号が遵守されないときは、キャンパスメールの利用を一定期間

停止させることができる。 

 
（利用申請） 
第７条 管理者は、キャンパスメールの利用を希望する場合、大阪大学キャンパスメール

サービス利用申請書（様式１）を情報担当理事に提出するものとする。 

 
（利用申請の承認） 
第８条 情報担当理事は、前条で提出された利用申請書を適当と認めたときは、これを承

認するものとする。 

 
（利用料金） 
第９条 キャンパスメールの利用に必要な料金は、キャンパスメールサービス利用料金表

（別表１）のとおりとする。 

 
（変更届出） 
第１０条 管理者は、申請の内容に変更が生じたときは、大阪大学キャンパスメールサー

ビス変更届出書（様式２）を情報担当理事に提出し、報告しなければならない。 

 
（終了届出） 
第１１条 管理者は、キャンパスメールの利用を終了するときは、大阪大学キャンパスメ

ールサービス終了届出書（様式３）を情報担当理事に提出し、報告しなければならない。 

 
（雑則） 
第１２条 この要項に定めるもののほか、キャンパスメールの運用に関し必要な事項は、

情報担当理事が別に定める。 

 
 
附 則 
この要項は、平成２５年１１月１日から施行する。 



（別表１） 

キャンパスメールサービス利用料金表 
 
サービス 

クラス 
メールアカウント数 利用料金（年額） 金額設定アカウント数 

１ ~   １０個以下 ４，２５０ ５ 

２ １１  ~   ５０個以下 ２１，２５０ ２５ 

３ ５１  ~  １００個以下 ６３，７５０ ７５ 

４ １０１  ~  ２００個以下 １２７，５００ １５０ 

５ ２０１  ~  ３００個以下 ２１２，５００ ２５０ 

６ ３０１  ~  ４００個以下 ２９７，５００ ３５０ 

７ ４０１  ~  ５００個以下 ３８２，５００ ４５０ 

８ ５０１  ~  ６００個以下 ４６７，５００ ５５０ 

９ ６０１  ~  ７００個以下 ５５２，５００ ６５０ 

１０ ７０１  ~  ８００個以下 ６３７，５００ ７５０ 

１１ ８０１  ~  ９００個以下 ７２２，５００ ８５０ 

１２ ９０１  ~ １０００個以下 ８０７，５００ ９５０ 

１３以上 １００１個以上   

 

＜料金表の考え方について＞ 

 メールアカウント数は１００きざみを基本とし（１００以下を除く）、各サービスクラスを設定。 

 各サービスクラスの年額は、金額設定アカウント数（アカウント数の中間値）×８５０円に設定。 

 １００１個以上は、１００アカウント単位にサービスクラスを設定する。 

この場合の利用料金については、サービスクラス１２の利用料金（８０７，５００円）に、サービス

クラスが１増える毎に８５，０００円を加算する。 

（例） 

 サービスクラス１３（１００１から１１００個以下）の場合、利用料金：  ８９２，５００円 

 サービスクラス１７（１４０１から１５００個以下）の場合、利用料金：１，２３２，５００円 

 

＜料金表の選択と利用料金について＞ 

 メールサービスを利用する部局等は、年度単位に料金表からサービスクラスを選択する。 

 サービス利用料の支払いについては、年度単位とする。 

 年度途中からサービスを開始する場合は、年度末までの月割りで利用料金を算出する。 

 年度途中に、選択したメールアカウント数を超える場合は、サービスクラスを変更することとする。 

この場合、月割りで利用料金を算出する。 

 年度途中にサービスを終了した場合、年度途中に下のサービスクラスに変更した場合でも、利用料金

の減額は行わないこととする。 


